
 

福祉まちづくりセッション 
コロナ禍から⾒えてきた 
テーマ 

福祉まちづくり部会 活動の姿 
運営｜福祉まちづくり部会 
コロナ禍における建築⼠活動への影響は⼤きいですが、各地から届いた福祉まちづくり活動では、⾼齢者の住まいづくりの
各種研修や多職種との連携、バリアフリー、ユニバーサルデザインの取り組みなど、しっかりと継続していることを知り⼼
強く思いました。 
 それらの活動の多くはコロナウイルス感染防⽌の観点から、集まっての会議や研修が難しい中、Zoomを活⽤した会議や
研修・交流となっており、コロナ禍の恩恵とでもいえる新展開です。これまで⽬標としてきたさまざまな専⾨家との連携に
ついても、地域内に限らず全国規模での研修や交流により幅広い展開が実現したり、未組織で動きの⾒えなかった建築⼠会
への刺激や活動開始の可能性も⾒えてきました。 
 セッションでは、各地の活動報告とともに、Zoomの積極的活⽤による福祉まちづくり部会活動の活発化や可能性につい
て皆さんと語り合いたいと思います。⼤会⾃体、⼤勢の会場参加が難しく、会場＋WEB参加の試験的取り組みの⼤会にな
ることが予想されます。 
その際には、現地参加が難しい⽅もWEBで⼤勢参加していた
だきたいと思います。 
 ⼀⽅、コロナ流⾏により外出を控え、家に閉じこもりがち
となり「コロナフレイル」の懸念が⾼まっている中、特に⾼
齢者の「⼼⾝虚弱防⽌」を図り、孤独や孤⽴を防ぎ⽣活を活
発化させるような住まいづくり、まちづくりという新たなテ
ーマについても話し合いができればと考えています。皆さま
のご参加を、⼼よりお待ちしています。 

Zoom会議の状況 
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